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注）指示のない材質はｽﾃﾝﾚｽ製(SUS304)とする。

　　開閉機等は鋳鉄製のため塗装仕様とする。

※コンクリートの嵩上げは50cmとしている。

①嵩上げ部のゲート取付け面は既設構造物の勾配と同　

　勾配とし、嵩上げすること。

②固定金具について壁面に干渉する際は取り付け形状

　を再検討すること。
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